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人
員
増
と
要
求
実
現
に

果
敢
に
挑
戦

2021年国民春闘スローガン

元気
に
つく
ろう

コ
ロ
ナ
対
応
の
業
務

繁
忙
で
悲
鳴
も

2021年
国民春闘

保
健
所
は
公
衆
衛
生
の
原
点
で
す

自
治
労
連
・

大
阪
府
職
労

オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た

新
た
な
と
り
く
み

保健所職場の様子

全９保健所をオンラインでつないでランチタイム集会 大阪府の藤井寺保健所

未
加
入
職
員
も

組
合
員
に

「保健所職員
増やそうキャンペー

ン」

ただいま展開中
「保健所職員
増やそうキャンペー

ン」

ただいま展開中

格差なくし、８時間働けば誰もが
人間らしく暮らせる公正な新しい
社会への転換せまる21国民春闘

│コロナ禍　労働組合で元気に声をあげ変えよう │

　
大
阪
府
に
29
あ
っ
た
保
健
所
も
現
在

９
カ
所
に
。
公
衆
衛
生
行
政
の
中
軸
の

保
健
所
の
仕
事
は
地
域
住
民
の
疾
病
予

　
20
年
の
１
月
か
ら
日
本
と
世
界
が
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
に
見
舞
わ
れ
、
い
ま

だ
収
束
の
メ
ド
も
た
っ
て
い
ま
せ
ん
。
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
で
感
染
拡
大
防
止

の
最
前
線
に
立
っ
た
の
が
、
医
療
機
関
や
保
健
所
で
し
た
。
な
か
で
も

1
9
9
0
年
代
以
降
、
全
国
的
に
保
健
所
と
保
健
師
が
激
減
す
る
も
と
で
、

「
保
健
所
職
員
を
増
や
そ
う
」
と
キ
ャ
ン
ぺ
ー
ン
を
立
ち
上
げ
、
人
員
増
と

要
求
実
現
に
奮
闘
し
て
い
る
の
が
大
阪
府
職
労
で
す
。

防
、
健
康
と
福
祉
の
増
進
で
す
。
し
か

し
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
対
応
で
業
務
が
超

繁
忙
を
き
た
し
、
現
場
か
ら
は
「
も
う

限
界
、
い
つ
ま
で
続
く
の
」
と
い
う
悲

鳴
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

　
大
阪
府
職
労
の
小
松
康
則
委
員
長
は

「
と
く
に
保
健
所
で
は
専
門
職
の
採
用

抑
制
が
続
き
、
専
門
性
を
有
す
る
ベ
テ

ラ
ン
保
健
師
等
の
不
足
が
深
刻
で
す
。

月
1
0
0
時
間
超
え
の
時
間
外
勤
務
が

続
い
て
い
ま
す
。
保
健
師
、
保
健
所
職

員
の
増
員
は
待
っ
た
な
し
で
す
」
と
強

調
し
ま
す
が
、「
職
員
基
本
条
例
で
職

員
数
管
理
が
行
わ
れ
て
い
る
も
と
で
の

人
員
増
の
カ
ベ
は
厚
い
」
と
も
指
摘
し

ま
す
。

　
そ
こ
で
、
20
年
10
月
か
ら
新
た
に
と

り
く
み
始
め
た
の
が
「
保
健
所
職
員
増

や
そ
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
。
コ
ア
チ
ー

ム
を
立
ち
上
げ
、
現
場
の
保
健
所
職
員

と
気
持
ち
を
共
有
し
つ
つ
、
戦
略
を
立

て
ま
し
た
。
そ
し
て
、
具
体
的
な
ア
ク

シ
ョ
ン
と
し
て
は
、
初
め
て
の
試
み
と

し
て
「
オ
ン
ラ
イ
ン
署
名
」
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
。
要
求
項
目
は
シ
ン
プ
ル
に
、

「
①
大
阪
府
職
員
の
定
数
を
増
や
し
、

保
健
師
の
計
画
的
な
採
用
と
増
員
、
保

健
所
職
員
の
定
数
増
を
も
と
め
ま
す
。

②
都
道
府
県
の
保
健
所
の
数
と
機
能
を

強
化
す
る
た
め

の
施
策
を
も
と

め
ま
す
」
の
２

本
。
ス
タ
ー
ト

か
ら
１
カ
月
で

約
３
万
５
０
０

０
筆
に
達
し
ま

し
た
。
も
ち
ろ

ん
全
国
各
地
か

ら
集
ま
り
、
住

民
か
ら
の
共
感

や
応
援
の
コ
メ

ン
ト
も
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
10
月
９
日
に
は
大
阪
府
下
に
９
カ
所

あ
る
府
立
保
健
所
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
つ

な
い
で
「
い
っ
せ
い
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
集

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
昼
休
み
の
30

分
間
を
利
用
し
た
と
り
く
み
で
し
た

が
、
1
1
6
人
の
保
健
所
職
員
が
参
加

し
、
２
人
の
保
健
師
が
自
分
た
ち
の
仕

事
に
対
す
る
思
い
を
話
し
、
小
松
委
員

長
が
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
へ
の
呼
び
か
け
を

行
い
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
オ
ン

ラ
イ
ン
で
も
他
の
保
健
所
と
つ
な
が
っ

て
う
れ
し
か
っ
た
」「
仲
間
を
増
や
し

て
働
き
や
す
い
職
場
を
つ
く
り
た
い
」

「
保
健
師
の
話
に
感
動
し
て
涙
が
出

た
」
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
と
り
く
み
の
あ
と
、
集
会
に
参

加
し
た
未
加
入
の
職
員
が
組
合
に
加
入

し
て
く
れ
ま
し
た
。
11
月
11
日
に
は
２

回
目
の
「
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
集
会
」
を
開

催
。「
オ
ン
ラ
イ
ン
署
名
」
は
１
月
ま

で
継
続
し
、
集
約
し
て
大
阪
府
、
厚
労

省
に
手
渡
し
ま
す
。「
感
染
症
対
応
は

公
衆
衛
生
の
原
点
で
す
。
人
員
減
が
当

た
り
前
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
現
状
を

打
ち
破
り
、
こ
の
春
闘
で
何
と
し
て
も

保
健
所
職
員
の
人
員
増
を
は
か
っ
て
い

き
た
い
で
す
ね
」
と
、
小
松
委
員
長
は

春
闘
に
か
け
る
思
い
を
話
し
ま
し
た
。

小松康則 委員長

保健所数は45％減 職員数は19％減
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賃
上
げ・底
上
げ
で

ま
と
も
な「
生
活
を
つ
く
る
」

安
定
雇
用
と
労
働
時
間
規
制
で

「
働
く
ル
ー
ル
を
つ
く
る
」

い
の
ち
守
る「
医
療・社
会

保
障
と
公
共
体
制
を
つ
く
る
」

ジ
ェ
ン
ダ
ー
や

非
正
規
格
差
を
可
視
化
し
よ
う

改
憲
阻
止
し
、「
憲
法
が

生
か
さ
れ
る
社
会
を
つ
く
る
」

要
求
は
自
粛
し
な
い

我
慢
す
べ
き
は
わ
れ
わ
れ
じ
ゃ
な
い

　
職
場
で
は
、
要
求
書
提
出
を
全
組
合
員
参
加
で
大

幅
賃
上
げ
を
要
求
す
る
。
同
一
労
働
同
一
賃
金
規
定

の
中
小
企
業
へ
の
適
用
を
踏
ま
え
、
均
等
待
遇
の
要

求
実
現
を
め
ざ
す
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
へ
向
け
て
格

差
の
実
態
を
可
視
化
す
る
。
非
正
規
雇
用
労
働
者
の

処
遇
改
善
要
求
と
組
織
化
を
結
合
さ
せ
る
。

　
地
域
で
は
、
賃
金
の
底
上
げ
、
中
小
企
業
・
小
規

模
事
業
者
に
対
す
る
支
援
の
強
化
、
地
場
産
業
・
農

林
漁
業
の
振
興
を
実
現
さ
せ
る
。
最
低
賃
金
全
国
一

律
制
と
時
間
給
1
5
0
0
円
を
軸
に
「
社
会
的
な
賃

金
闘
争
」
を
総
合
的
に
展
開
す
る
。

　
コ
ロ
ナ
・
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
で
明
ら
か
に
な
っ
た
医

療
・
介
護
、福
祉
、保
育
、
教
育
、
行
政
の
脆
弱
な
体

制
を
抜
本
的
に
改
善
さ
せ
る
。
保
健
所
の
削
減
、
感

染
症
病
床
の
削
減
、
Ｉ
Ｃ
Ｕ
（
集
中
治
療
室
）
の
極

限
ま
で
の
削
減
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
医
療
現
場
が
大
変

な
困
難
に
直
面
し
た
事
実
を
政
府
に
突
き
つ
け
る
。

　
コ
ロ
ナ
対
策
で
明
ら
か
に
な
っ
た
問
題
点
を
改
善

さ
せ
る
た
め
、
憲
法
25
条
に
も
と
づ
き
「
若
者
も
高

齢
者
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
」「
い
の
ち
を
守
る
」

社
会
保
障
の
構
築
を
め
ざ
し
、「
い
の
ち
守
る
署
名

」
を
軸
に
運
動
を
具
体
化
す
る
。

　
第
一
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
格
差
や
非

正
規
格
差
な
ど
「
い
ま
そ
こ
に
あ
る
格
差
を
見
え
る

化
」
し
、
そ
の
不
条
理
に
対
し
当
事
者
が
声
を
あ
げ

て
変
え
る
。
賃
金
や
一
時
金
、
雇
用
や
労
働
条
件
、

い
の
ち
を
守
る
社
会
保
障
な
ど
す
べ
て
の
問
題
で
そ

れ
ぞ
れ
ジ
ェ
ン
ダ
ー
格
差
、
非
正
規
格
差
の
実
態
を

見
え
る
化
し
、
自
ら
語
っ
て
広
げ
る
こ
と
が
大
切
と

な
る
。
女
性
や
非
正
規
雇
用
労
働
者
が
立
ち
上
が

り
、
組
織
化
に
つ
な
げ
、
社
会
的
に
も
大
き
な
運
動

を
つ
く
る
こ
と
を
め
ざ
す
。

労
働
組
合
活
動
の

見
え
る
化
で
組
織
強
化
拡
大
を

　
す
べ
て
の
と
り
く
み
に
組
織
強
化
・
拡
大
を
位
置

づ
け
、
労
働
組
合
を
可
視
化
し
、「
要
求
実
現
と
運

動
前
進
と
組
織
拡
大
」
の
好
循
環
で
大
き
く
前
進
さ

せ
る
。
要
求
づ
く
り
か
ら
交
渉
の
過
程
が
最
も
当
事

者
を
組
織
化
で
き
る
。「
要
求
実
現
の
た
め
に
労
働

組
合
に
入
っ
て
交
渉
で
実
現
し
ま
せ
ん
か
」
と
未
組

織
労
働
者
へ
働
き
か
け
る
。
職
場
の
身
近
な
課
題
を

要
求
に
掲
げ
、
労
働
組
合
の
力
で
実
現
さ
せ
る
な
か

で
次
の
活
動
に
つ
な
げ
る
。

投
票
に
行
っ
て
総
選
挙
で

憲
法
が
生
き
る
政
権
に

　
憲
法
が
生
か
さ
れ
、
要
求
実
現
が
可
能
に
な
る
政

治
を
つ
く
る
こ
と
は
、
労
働
組
合
と
し
て
の
大
切
な

要
求
実
現
運
動
で
あ
る
。
21
年
9
月
ま
で
に
総
選
挙

が
行
わ
れ
る
。
政
治
を
大
き
く
変
え
る
チ
ャ
ン
ス
で

あ
り
、
職
場
・
地
域
か
ら
の
切
実
な
要
求
を
基
礎

に
、「
生
活
と
政
治
」
を
結
ぶ
学
習
と
政
治
論
議
を

深
め
る
。
ま
ず
は
「
投
票
に
行
こ
う
」
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
展
開
し
、
自
ら
の
行
動
で
政
治
を
変
え
る

と
り
く
み
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
る
。　労働組合が存在しない職場では、使用者が好きなよ

うに物事を決めてしまい、誰も逆らうことができませ
ん。労働組合が存在する職場では、使用者の横暴に歯
止めをかけられます。それだけではありません。労働
組合が賃金引き上げや職場環境の改善を求めるので、
いやでも労働基準法などの法律を勉強しなければなり
ません。そうでなければ、要求に対しまともに回答す
ることができないからです。労働組合は、使用者の力
量を左右する力を持っています。労働組合も使用者に
対抗する力が必要です。労使における緊張関係は、双
方の力量を高める効果を持っているのです。

　
「
雇
用
と
生
活
を
守
り
休
業
手
当
を
勝
ち
取
る
行

動
」に
と
り
く
む
。「
Ｖ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
！　
雇
用
と
賃
金

を
守
る
た
め
の
職
場
の
声
」
を
集
め
る
。
ビ
ラ
で
の

宣
伝
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
ネ
ッ
ト
で
学
習
動

画
を
配
信
な
ど
、（
非
正
規
労
働
者
を
含
む
）
未
組
織

労
働
者
の
組
織
化
を
す
す
め
る
。
長
時
間
労
働
の
解

消
に
と
り
く
み
、
学
校
職
場
を
は
じ
め
変
形
労
働
時

間
制
の
新
規
導
入
の
阻
止
、
裁
量
労
働
制
の
規
制
強

化
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
原
則
的
運
用
を
徹
底
さ
せ
る
。

無
期
転
換
や
正
規
化
な
ど
の
安
定
し
た
雇
用
の
確
保

と
格
差
是
正
を
職
場
要
求
か
ら
変
え
て
い
く
。

　あなたは自転車に乗れますか。自転車に乗れるようになるには、繰り返
しチャレンジする中で「成功体験」を積み重ねるからではないでしょう
か。労働組合の活動も同じようなことがいえると思います。賃金要求以外
に身近なところで実現させたいことはありませんか。それを拾い上げ、使
用者に要求し、実現させることが労働組合への信頼を勝ち取り、さらなる
要求前進につながるはずです。春闘では、仲間と話し合い、実現させたい
要求をとりまとめ、実現に向けた一歩を踏み出すチャンスです。

　
改
憲
を
阻
止
し
、
憲
法
が
生
か
さ
れ
る
社
会
を
つ

く
る
。
改
憲
発
議
反
対
の
世
論
と
共
同
を
広
げ
る
と

と
も
に
、
憲
法
を
生
か
す
政
治
へ
の
転
換
を
迫
る
た

た
か
い
を
強
め
る
。

　
抑
止
論
を
背
景
と
す
る
敵
基
地
攻
撃
能
力
保
持

は
、
歯
止
め
な
き
軍
拡
競
争
へ
の
道
で
あ
り
、
米
国

と
一
体
に
な
っ
て
宇
宙
軍
拡
を
す
す
め
、
さ
ら
な
る

軍
事
費
支
出
を
ね
ら
っ
て
い
る
。
韓
国
は
軍
事
費
を

削
減
し
て
コ
ロ
ナ
対
策
の
支
援
金
給
付
を
予
算
化
し

て
い
る
。
軍
拡
を
許
さ
ず
、「
軍
事
費
削
っ
て
コ
ロ

ナ
対
策
へ
」
の
大
運
動
を
展
開
す
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
防
止
の

た
め
、
休
業
や
テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど
労
働

者
に
多
大
な
影
響
が
あ
り
ま
し
た
。
と

り
わ
け
、
非
正
規
雇
用
労
働
者
は
収
入

が
た
た
れ
、
生
き
て
い
く
の
も
困
難
な

状
態
に
ま
で
追
い
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

世
界
的
に
マ
イ
ナ
ス
成
長
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
株
価
は
大
き
な
影
響
を
受

け
て
い
ま
せ
ん
。
経
済
活
性
化
の
政
策

も
方
向
が
間
違
っ
て
い
ま
す
。
い
ま
や

る
べ
き
は
、
使
い
切
れ
な
い
ほ
ど
の
資

産
を
保
有
す
る
大
企
業
や
富
裕
層
の

資
産
の
活
用
で
す
。

元気につくろう　2021年国民春闘

職場の声　　　要求書に
2021年国民春闘
方針ダイジェスト

小さな成功を積み重ねよう

　20春闘では、危険手当や慰労金の支給を勝ち取ったところも少なくあり
ません。同じ職場で働く仲間である委託労働者と派遣労働者を含め、すべ
ての労働者に感謝慰労金として1万円を支給させた労働組合があります。
また、現場でがんばっている労働者に対し、「新型コロナウイルス対応慰
労金」として3万円を支給させた労働組合もあります。さらに、子どもの
看護休暇を有給2日から5日に延長させたところや小学校卒業時まで取得で
きるようにしたところもあります。さあ、今度の春闘はあなたの職場の番
です。

危険手当や慰労金の支給を獲得

　パート有期法の改正により、2019年の4月から大企業で、2021年4月か
ら中小企業も均等待遇が義務づけられました。20年10月に最高裁は、扶
養手当と住居手当について正規と非正規で格差をつけることを違法と断じ
ました。みなさんの職場ではどうなっているのでしょうか。まずは点検し
ましょう。さらに、正規は有給でとれる病気休暇について、有期契約社員
は無給であることも違法と判断されています。使用者は言い逃れできない
ところに追い込まれています。今春闘は格差是正のチャンスです。

非正規雇用労働者の
　　均等待遇を実現するチャンス

派遣スタッフの

交通費支給

インフルエンザ
ワクチン接種補助
の家族への拡大

子の看護休暇を
小学６年まで

延長

不妊治療の休暇
を女性に月1回１日
認める　※無給

パワハラに対する
管理職研修

およびチェック
体制の確立

子の学校休業に
特別休暇の

新設

組合の要求は
使用者を鍛える

賃上げ要求
月額25,000円以上
時間額150円以上
　　　　　　の引き上げ
誰でも時間額1,500円以上

賃上げ要求
月額25,000円以上
時間額150円以上
　　　　　　の引き上げ
誰でも時間額1,500円以上

統一要求は

�つくる�つくる

�つくる�つくる

�アプロー
チ

どんどん
小さなこと

も

元気に
声あげる

つ
の
つ
く
る

�

�アプロー
チ�アプロー

チ

�
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

コロナ禍でも上場企業は20兆円超の黒字
大企業の内部留保は3.3倍増、実質賃金は56万円減

最低賃金の推移と引き上げ額（全国平均）

内部留保は
前年同期比
19兆円増加 468

664
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157

172 171 167
183 193

206
218 228

242
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285
300

313
328

347
369
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470
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482

487 487

477
472 472 472

466

458
446 452 452 449

445

433
433 432 431430

472
470 467

480 479

内部留保（兆円） 実質賃金（万円）
（注）内部留保は財務省「法人企業統計」から資本金10億円以上の金融・保険業を除く企業。実質賃金は厚生労働省「毎月勤労統計調査」
　　（2018年は明石順平氏による数値）を国税庁「民間給与実態統計調査」の2017年の年間平均賃金を起点にして実額化した数字

大企業は１年間の通算で
見れば、赤字ではなく３
割の減益です。業績が悪
化したとはいえ上場企業
の最終損益は20兆円を
超える黒字を確保してい
ます。大企業の内部留保
は20年３月末前年同期
比で19兆円も増えてい
ます。

VOICE
あなたの声を
　　聞かせてください！

2007最賃法改正
生活保護を考慮

2008～9リーマン
ショック

2011.3東日本大震災

2020コロナ・ショック
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ともにたたかう委託の仲間

パピヨン支部の仲間

役
員
の
暴
言
が
減
少

風
通
し
の
よ
い
職
場
に

組
合
を
つ
く
っ
て

安
心
感
が
広
が
っ
た

広範な未組織の仲間が
集まれば、大きな力になる！

わ
と
始
ま
っ
た
団
体
交
渉
で
し
た
が
、

役
員
の
暴
言
が
目
に
見
え
て
少
な
く
な

り
、
退
職
強
要
の
恐
怖
が
和
ら
ぐ
な

ど
、
組
合
を
つ
く
っ
た
こ
と
に
よ
る
安

心
感
が
広
が
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　
交
渉
の
結
果
、
時
間
外
手
当
が
支
給

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
春
闘
で

さ
ら
な
る
要
求
前
進
を
め
ざ
し
て
い
ま

す
。

　
う
り
ず
ん
支
部
は
、
ホ
テ
ル
の
客
室

清
掃
関
連
業
務
で
働
く
労
働
者
を
組

織
し
て
い
ま
す
。
き
っ
か
け
は
、
休
業

状
態
な
の
に
休
業
手
当
が
支
払
わ
れ
な

か
っ
た
こ
と
で
す
。
最
初
は
、
仲
間
か

ら
署
名
を
集
め
て
会
社
に
提
出
し
ま
し

た
が
「
シ
フ
ト
制
だ
か
ら
支
払
義
務
が

な
い
」
と
冷
た
い
回
答
。
次
に
労
働
基

準
監
督
署
に
申
告
、
沖
縄
県
労
連
に
も

相
談
し
、
労
働
組
合
を
結
成
し
て
交
渉

す
る
ご
と
に
話
が
す
す
み
、
会
社
は
休

業
で
あ
る
こ
と
を
認
め
「
支
払
い
た
い

が
資
金
が
な
い
」
に
回
答
を
変
え
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
個
人
面
談
で
サ
イ
ン
さ

せ
ら
れ
た
退
職
届
の
撤
回
も
認
め
さ
せ

る
な
ど
大
き
な
成
果
を
上
げ
て
い
ま

す
。
副
支
部
長
の
岡
野
天
平
さ
ん
と
書

記
長
の
長
谷
川
実
さ
ん
は
、「
会
社
の

グ
ル
ー
プ
本
社
で
交
渉
し
た
い
」「
そ

の
た
め
に
も
全
国
の
仲
間
を
組
織
し
た

い
」
と
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
す
。

　
大
学
で
は
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
人
の
気

配
が
消
え
、
一
度
も
キ
ャ
ン
パ
ス
に
通

う
こ
と
な
く
前
期
を
終
了
し
た
大
学
生

が
多
く
い
ま
し
た
。
立
命
館
大
学
新
聞

の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
4
人
に
1
人
が

休
学
を
、
10
人
に
1
人
が
退
学
を
検
討

し
て
い
る
と
い
う
結
果
も
。
キ
ャ
ン
パ

ス
で
友
人
と
会
え
ず
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
を
ひ
と
り
で
受
け
る
日
々
が
影
響
し

て
い
る
よ
う
で
す
。
後
期
に
入
り
対
面

授
業
が
再
開
さ
れ
始
め
ま
し
た
が
、
大

学
生
協
事
業
連
合
加
盟
の
多
く
の
大
学

生
協
で
購
買
な
ど
の
事
業
と
食
堂
が
大

き
な
打
撃
を
受
け
ま
し
た
。

　
東
京
学
芸
大
学
生
協
で
は
、「
ゼ
ロ

日
ゼ
ロ
時
間
労
働
」
な
ど
の
不
当
な
労

働
契
約
の
提
示
に
、
パ
ー
ト
の
仲
間
が

声
を
上
げ
ま
し
た
。
生
協
労
連
大
学
部

会
総
会
で
学
芸
大
生
協
の
パ
ー
ト
の
組

合
員
は
、「
労
組
未
加
入
の
方
含
め
、

パ
ー
ト
10
人
で
分
会
の
会
議
を
開
き
ま

し
た
が
、
感
動
的
な
分
会
会
議
で
し

た
。
み
な
さ
ん
が
自
分
た
ち
の
仕
事
に

責
任
と
誇
り
と
意
欲
を
持
っ
て
、
今
何

が
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
学
生
や

教
職
員
の
要
求
に
ど
う
し
た
ら
応
え
ら

れ
る
の
か
と
、
学
芸
大
生
協
の
将
来
に

真
剣
に
向
き
合
っ
て
熱
い
思
い
を
語
っ

て
く
れ
た
か
ら
」
と
、
職
場
の
厳
し
い

状
況
と
向
き
合
い
な
が
ら
た
た
か
う
姿

を
報
告
し
ま
し
た
。

　
大
学
生
協
だ
け
で
な
く
、
委
託
で
働

く
仲
間
も
「
同
一
労
働
同
一
賃
金
」
を

求
め
て
記
者
会
見
を
開
き
ま
し
た
。
真

壁
隆
書
記
長
は
「
困
難
に
直
面
し
て

も
、
働
く
仲
間
の
誇
り
と
団
結
が
経
営

者
を
動
か
し
、
仲
間
を
増
や
し
て
い
ま

す
。
広
範
な
未
組
織
の
仲
間
が
集
ま
れ

ば
大
き
な
力
に
な
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍

の
困
難
に
働
く
す
べ
て
の
人
に
労
働
組

合
の
入
り
口
を
届
け
、
一
緒
に
未
来
を

作
っ
て
い
き
た
い
」
と
21
国
民
春
闘
に

向
け
て
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　
沖
縄
県
労
連
加
盟
の
個
人
加
盟
労
組
「
う
ま
ん
ち
ゅ
ユ
ニ

オ
ン
」
で
は
、
労
働
相
談
を
き
っ
か
け
に
し
て
２
０
２
０
年

に
70
人
を
超
え
る
仲
間
が
一
気
に
加
入
す
る
な
ど
３
つ
の
支

部
が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
が
強
く
残

る
中
、
使
用
者
の
責
任
を
追
及
す
る
と
と
も
に
、
仲
間
の
連

帯
で
要
求
前
進
を
め
ざ
し
、
春
闘
で
の
勝
利
に
向
け
て
組
織

強
化
・
拡
大
に
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

　
生
協
労
連
の
仲
間
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が
広
が
る

厳
し
い
状
況
の
中
で
「
仕
事
に
責
任

と
誇
り
」
を
も
っ
て
、
職
場
の
状
況

に
向
き
合
う
た
た
か
い
を
広
げ
て
い

ま
す
。

沖
縄・う
ま
ん
ち
ゅ
ユ
ニ
オ
ン

生協労連

元気
につ
くる

21国
民春
闘

元気
につ
くる

21国
民春
闘

シ
フ
ト
労
働
者
に
も

休
業
手
当
を

不
当
な
労
働
契
約
に

　
　
声
を
上
げ
た
仲
間

機
関
紙
の
発
行
も
手
が
け
る

う
り
ず
ん
支
部
の

長
谷
川
書
記
長（
左
）と
、

岡
野
副
支
部
長

同一労
働
同一賃
金
を
求
め
て
記
者
会
見

に
の
ぞ
ん
だ
委
託
会
社
の
仲
間

生協労連大学部会総会（オンライン、2020年10月17日）

非正規・委託の仲間とともに未来をつくる

〜
厳
し
い
経
営
環
境
の
な
か
で

た
た
か
う
大
学
生
協
の
職
場
で
〜

キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら

　
　
　
学
生
が
消
え
た

〜
打
撃
を
受
け
た

　
　
　
　
大
学
生
協
の
事
業
〜

21
国
民
春
闘

〜
未
組
織
の
な
か
ま
と
と
も
に
、

　
　
　
一
緒
に
未
来
を
つ
く
る
〜

2021年国民春闘スケジュール
1月　 6日　新春宣伝

15日　春闘闘争宣言行動
　　　20日　　全労連第60回評議員会（～21
　　　　　　 日）

27日　東京春闘共闘との共催の決起集会
　　　　　　（中野ゼロホール）
2月　 　　　地域総行動月間（ポスター貼り大
　　　　　　 作戦、地域・未加盟組織訪問など）

7日　生活補償に税金まわせ！「ローカ

　　　　　　 ル・ビッグアクション2.7」　　
　　　　　 （全国一斉）
3月　 5日　中央行動／全国動員（大幅賃上げ・
　　　　　　 底上げ、いのち守る中央大会）・
　　　　　　 デモ 日比谷野音1000人規模

7日　金属労働者のつどい
10日  集中回答日
11日  全国一斉行動日
12日　重税反対行動

4月 1日～10日　回答促進強化週間
5月 1日　メーデー

3日　憲法集会
20日　中央行動／全国動員（最賃・公務

　　　　　　 賃金、いのち署名提出）・デモ 日
　　　　　　 比谷野音1000人規模
7月　 8日　厚労省・人事院包囲行動／全国動
　　　　　　 員（公務賃金、最低賃金）・デモ

　
パ
ピ
ヨ
ン
支
部
は
、
宜
野
湾
市
で
食

品
を
製
造
・
販
売
す
る
企
業
で
働
く
労

働
者
を
組
織
し
て
い
ま
す
。
支
部
長
を

務
め
る
仲
村
渠
よ
し
の
さ
ん
は
、
仲
間

と
と
も
に
働
き
や
す
い
職
場
に
し
た
い

と
思
い
、
沖
縄
県
労
連
に
相
談
し
て
労

働
組
合
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
こ
わ
ご

な
か
ん
だ
か
り


